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要約
弱酸性次亜塩素酸水溶液(スーパー次亜水)の動物
アレルゲン不活化への前段階として､スギ花粉アレ
ルゲンCⅣjlに対する不活化効果を検討 した｡スギ
花粉の粗抽出液およびスギ花粉本体に対 し､有効塩
素濃度 50ppm の弱酸性次亜塩素酸水溶液は高い不
活化効果を有 していた｡また､波紙やプラスチック
表面に付着 したアレルゲンに対 しても､浸潰､スプ
レ-､噴霧の各種処理 を行 うことにより､アレルケ
ンの不活化が可能であった｡今後､空気中に浮遊す
るアレルゲンに対する不活化効果を検討するととも
に､各種動物アレルゲンに対する不活化効果につい
ても検討 したい｡
